
新規就農先輩の軌跡 №92   <2017(H29) 6月掲載> 

新規就農者の素顔 農業経営の状況（現在） 

氏名：秋定 正人 

住所：神戸市西区 

年齢：40歳 

農地：30a 

施設：ビニールハウス24ａ 

経営内容： 

ほうれんそう23ａ、こまつな48ａ、みずな

50ａ、きくな50ａ 

労働力：本人、妻、父、母、雇用１名 

出荷先：神戸市場、直売所 

就農から現在まで 就農で良かった点、苦労した点 

2010 年 農業研修（２年６ヶ月） 

2013 年 就農 

2015 年 青年等就農資金でビニールハウ

ス（10 棟、24ａ）、保冷庫、2ｔ

トラックを購入

○良かった点

 自分自身がやりたいと思っていた葉物

野菜生産が行えていること 

○苦労した点

 ハウスごとに施肥量や水管理を調整し

ないと計画通りに品質の高い葉物野菜

が生産できない。 

農業をめざした動機 後輩へ贈る言葉 

 他産業に従事していたが、退職後、親戚

の葉物野菜の手伝いをするようになっ

た。このことが、きっかけで作物を育て

ることに楽しさとやりがいを感じ、農業

をやってみたいと考えるようになった。

 充分に技術を学び、自分が納得できるまで

最低でも２年くらいの研修を受けること

が大切。農作業に慣れるまで半年、頭の中

で作業体系がイメージできるまで半年、体

で覚えるまで１年くらいはかかる。 

みずなの収穫作業 


